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『御製日講四書論語』における満洲語の連体修飾構造について 
 
鄭 景子 
 
本稿は、満洲語で書かれた『御製日講四書論語』という資料における満州語の連体修飾
構造を明らかにすることを目的とする。『御製日講四書論語』を用いての研究は管見の及ぶ
限り見受けられない。研究方法としては、まず、『御製日講四書論語』をローマ字化してコ
ーパスを作成し、次に、そのコーパスの中から連体修飾構造として収集した例に基づいて
考察を行う。 
 本稿では、満洲語の連体修飾構造を被修飾要素の違いによって、Ⅰ.動詞連体形＋名詞(N)、
Ⅱ.動詞連体形＋形式名詞(NGGE)、Ⅲ.動詞連体形＋音価ゼロ(Ø)と、3 種類に分けることを
提案する。そして、それぞれの構造の出現頻度や機能について考察する。特に、動詞連体
形＋形式名詞(NGGE)と動詞連体形＋音価ゼロ(Ø)は、使われる環境や意味において極めて
類似している部分が多い。従って、最終的な目標は、動詞連体形＋形式名詞(NGGE)と動詞
連体形＋音価ゼロ(Ø)の相違点や共通点を明らかにすることである。  
 
本稿の中心的な部分は第 3 章から第 6 章である。 
 
 第 3 章では、本稿の資料である『御製日講四書論語』に現れる連体修飾構造の 3 つの構
造の定義や検索条件を述べる。そしてその条件によって検索された結果を例示する。特に
他の文献では普通見られない動詞連体形の後に属格が続く例を示す。さらに、他の先行文
献では扱われていない連体形の連続についても考察する。 
 
 第 4 章では、奥津(1974)に倣い、動詞連体形＋名詞(N)を「同一名詞連体修飾」と「付加
名詞連体修飾」に分類する。2 つの修飾について、「同一名詞連体修飾」に関しては本来連
体修飾文中に持っていた格要素を考察し、「付加名詞連体修飾」に関しては被修飾語の頻度
を調べ、満洲語の「付加名詞連体修飾」における被修飾語の種類を検討する。 
 
 第 5 章では、動詞連体形＋形式名詞(NGGE)と動詞連体形＋音価ゼロ(Ø)について、2 つ
の観点から比較を試みる。まず、連体節中の述語となる動詞による考察を行う。次に主節
の述語が動詞である場合の、その動詞による考察を行う。そして最後に主節の述語が形容
詞である場合を考察する。中でも動詞連体形＋音価ゼロ(Ø)の後に形容詞が続く場合には、
与位格が省略された例と形容詞が名詞化されて被修飾要素となる例とに分けられるという
ことを主張する。 
 
 第 6 章では、まず動詞連体形＋形式名詞(NGGE)と動詞連体形＋音価ゼロ(Ø)の機能につ
いて考察する。結果からいうと、動詞連体形＋形式名詞(NGGE)は主に主語と述語の位置に 
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立ち、斜格に立つ場合には代用の機能と名詞節化の機能をもつものである。一方動詞連体
形＋音価ゼロ(Ø)は、主語に立つ例はなく、主に名詞節化の機能をもち、わずかながら代用
の機能も備えているということを主張する。次に、3 つの構文による考察を行う、3 つの構
文とは、「～be …obumbi《～を …と(に)する》」、「～be …sembi《～を …とする》」、「～be 
dahame《～なので》」であるが、構文によって動詞連体形＋形式名詞(NGGE)と動詞連体形
＋音価ゼロ(Ø)の使われ方に偏りがあることを論じる。 
